平成２６年度　第３回　印西市社会教育委員会議　会議録

１　開催日時　　 平成２７年３月１３日（金）

　　　　　　　　　　　１５時３０分から１７時５分まで

２　開催場所　　 本埜公民館　２階　団体研修室１
　

３　出席委員　　柏木委員、小川委員、栗原委員、岩井委員、佐藤委員、岩本委員、
小林委員、桜井委員、鈴木委員、常光委員、池田（テ）委員、
岩田委員、矢倉委員、池田（美）委員
４　欠席委員　　伊東委員、森本委員、湯本委員
　

５　事務局の出席　 大木教育長、湯浅課長、小池主幹、小那木副主幹、関口主査
６　内容　　　　　報告

　　　　　　　　　（１）平成２６年度事業報告について
　　　　　　　　　　　ア　社会教育・生涯学習関連事業について

　　　　　　　　　　　イ　文化・芸術関連事業について

　　　　　　　　　（２）平成２７年度生涯学習課予算について

　　　　　　　　　　

議事

（１）平成２７年度事業計画（案）について
ア　社会教育・生涯学習関連事業計画（案）について
イ　文化・芸術関連事業計画（案）について
その他

（１）社会教育委員自主勉強会意見書（案）について
　　　　　　　 

７　会議録

事務局　　　　ただ今より、平成２６年度第３回印西市社会教育委員会議を開催いたします。

　　　　　　印西市市民参加条例施行規則第１２条及び第１３条の規定に基づき会議公開

に伴う傍聴席の設置と会議録作成のための録音機材を設置しておりますので
ご了承ください。

　また、本会議の会議録をホームページに公開いたしますので、ご了解を
お願いいたします。
　初めに、印西市教育委員会　教育長　大木弘よりご挨拶を申し上げます。

（挨　拶）

　ありがとうございました。

次に、小林議長よりご挨拶をお願いいたします。
（挨　拶）
ありがとうございました。

　次に、会議録の承認及び署名について委員の指名を行いたいと思います。

会議録署名委員は名簿７番の佐藤三郎委員にお願いしたいと思いますが、
皆様いかがでしょうか。

委員全員　　異議なし
事務局　　　それでは、異議がないようでございますので、会議録署名委員は佐藤委員に
お願いいたします。

事務局　　　次に報告及び議事に入ります。ここからの議事進行につきましては、小林議長
にお願いいたします。
大木教育長におかれましては、この後、別の公務がございますので、ここで

退席とさせていただきます。

（教育長退席）

小林議長　　それでは、議事に入ります。慎重なる審議をお願いいたします。
　　　　　　また、議事進行につきまして、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
　　　　　　初めに５報告の（１）平成２６年度事業報告についてのア　社会教育・生涯
学習関連事業について及びイ　文化・芸術関連事業について事務局より説明を
お願いいたします。
事務局　　　資料に基づき説明。

小林議長　　事務局の説明が終了いたしました。何か質問等がございますか。
常光委員　　２点お聞きいたします。社会教育・生涯学習関係ですが、後援件数の実績が
２１件とありますが、この内容がわかれば教えていただきたい。
文化・芸術関係ですが、市史編纂関係の会議の開催件数の報告がありましたが、編纂事業の進捗状況についてお聞きいたします。

事務局　　　後援事業の内容ですが、簡単に申しますと、ボーイスカウトやカブスカウト、

書道関係の団体や子育て等の団体、ＮＰＯ等の事業や社会教育関係団体として認定している団体等の年間の主たる事業等で、教育委員会の後援がいただきたいというものに対しまして、必要な申請をしていただき、審査した結果、後援事業にふさわしいものとして認められたものの件数が、２１件ということでございます。
市史編纂事業の進捗ですが、平成２４年度末にまとめられた市史編纂事業基本方針により、平成３２年度末を目標とした第一次刊行計画を定め、事業を進めております。計画としては平成２９年度と３０年度に近現代編の資料編を２冊刊行し、平成３２年度に近現代編の通史編を刊行する予定となっております。
その執筆に向け、並行して資料の収集、調査を進めることから、成果としては、なかなか形には現れてきませんが、印西の歴史という市史の研究史を毎年刊行していくなかで、関連した成果として出していく予定です。

矢倉委員　　地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業ですが、青少年健全育成の中でも、
地域のまちづくりとも関係が深く、重要な施策だと思うが、全体会の中で新しい課題、次年度へ向けた提案等何か具体的な内容があれば教えて欲しい。
事務局　　　具体的な内容等は特にありませんが、全体会に実際に参加された中学校区の方
からは、自分たちの取り組みとはだいぶ内容が異なる事業が行われており、参加して勉強になり、自分たちの取り組みにも取り入れていきたいという声を聞きました。また、自分たちの地区では、会議への委員の参加率が低く悩んでいるのに、モデル地区では会議や打ち合わせ等への参加率がとても高く、うまくやっていることに驚いたと、悩みを抱えていたことも話していただけました。他にも参加してよかった、参考になったという感想がありましたので、一定の評価はできるものと考えています。本埜地区のように、合併してから取り組み始めたところと、平成８年ころから取り組んでいるところ、また地域の状況によって取組状況等に地域差や温度差が生じている中で、事業の周知を図り、具体的な事例について学び、情報の共有化を進め、事業に対する理解を深めるという当初の目的を達成することができたものと考えています。こうした中で、さらに充実した内容にしていくための方策等を考えていきたい。
小林議長　　他に、ございませんか。特になければ、年間の事業計画が滞りなく実施できた
ということですが、今年度の実施事業について、しっかりと検証し、２７年度以降の事業に活かしていっていただきたいと思います。
　　続いて（２）平成２７年度生涯学習課予算について、事務局より説明をお願いいたします。
事務局　　　資料に基づき説明。

小林議長　　事務局の説明が終了いたしました。何か質問等、ございますか。
常光委員　　確認ですが、歳入と歳出の関係ですが、この差額が、印西市が単費で支出する
ものという理解でよろしいのでしょうか。また、文化財の予算に工事費で２億円という項目がありますが、これには、補助金等は入ってこないのでしょうか。

事務局　　　印旛高校跡地活用事業では、まちづくり推進課の方で担当している、社会資本
整備総合交付金として交付を受けており、担当課の事業に直接交付されているわけではありませんが、この予算の内容としては、こうした交付金が割り当てられている、含まれているということでございます。
次に、青少年相談員につきましては、市としても一人あたり５，０００円の経費を負担し、その他事業に係る経費分として３５万円を計上し、合計１２１万円を補助金として団体側に交付するということになります。放課後子ども教室につきましても、国県からの補助金の５０万円の他、市から２５万円負担し、合計７５万円で事業を委託するという内容です。

佐藤委員　　印旛高校跡地活用の歴史資料展示施設の整備ですが、これは今ある建物を壊し

て、新たに建物を建てるのですか。
事務局　　　印旛高校の旧トレーニング室という建物が残っておりまして、この建物を概観
等はあまり手を加えず、展示施設用に内部の改修を行いない活用するということです。
櫻井委員　　先ほどの事業報告の中で質問すればよかったのですが、成人式の参加率が６１．
３％というお話があり、予算では６万２千円の減となっています。これは、成人式の対象者が減っているということでしょうか。それとも参加率が６１．３パーセントなので、予算としてはこの程度減額されたということでしょうか。
事務局　　　減額になった内容については、式典で使用していた電子ピアノを業者から借用
しないで、幼稚園等から借りて使用することにしたことから、５万円程度でした
か、減額になったということと、印刷製本費が、実績により若干減額になったと

いうことで、対象者や参加率とは関係がありません。

櫻井委員　　参加率が、６割というのは市としては妥当な数字だということなのですか。

他市町と比較して、また、印西市の例年の実績と比べると、どうなのでしょうか。
毎年大体このような数字なのでしょうか。
事務局　　　参加率が低いことについては、順天堂大学の学生の比率が高いことの影響で、
印旛中学校区の参加率が３０パーセント程度になり、全体の参加率にも大きく影
響を与えていることによります。他の中学校区は７０から８０パーセントの参加
がありますので、大学の影響が大きいということです。また、この傾向は以前か
ら続いており、今後も６０から６５パーセント程度で推移するものと考えていま
す。
小林議長　　他にございませんでしょうか。

それでは、平成２７年度の予算執行について、今年度同様、十分な成果が上が
るように、お願いいたします。
続いて、６議事の（１）平成２７年度事業計画（案）について　ア社会教育・

生涯学習関連事業計画（案）について及びイ　文化・芸術関連事業計画（案）に
ついて、事務局より説明をお願いいたします。
事務局　　　資料に基づき説明。
小林議長　　事務局の説明が終了いたしました。何か質問等、ございますか。
（質問等なし）
小林議長　　次年度も様々な事業が計画されておりますが、事業目的が達成されるよう、今

年度の検証をしっかりと行ったうえで、最大限の効果が上がるよう、責任をもって事業にあたってくださるようお願いいたします。
　　　　　　次に、７　その他の（１）社会教育委員自主勉強会意見書（案）につきまして

常光座長より説明をお願いいたします。
常光座長　　資料に基づき説明

小林議長　　２年間の自主勉強会のまとめとして、ただ今、意見書（案）について、説明を
していただきました。皆様から何かご意見等ございますか。
（意見質問等なし）
小林議長　　それでは、この意見書について、社会教育委員の総意として、市へ提出するこ
とについて、皆様のお考えを伺います。提出に賛成の方は挙手をお願いいたしま
す。
（挙手全員）
小林議長　　それでは、原案より案を取ってください。後日、教育委員会に提出いたします。

その他委員の皆さまから何かございますか。事務局から何かありますか。
事務局　　　特にございません。

小林議員　　特にないようであれば、これで、報告、議事及びその他の案件のすべてが終了
いたしました。慎重審議にご協力ありがとうございました。

事務局　　　それでは、以上をもちまして、平成２６年度第３回社会教育委員会議を閉会
いたします。長時間にわたる慎重審議お疲れさまでした。
使用した資料

　　平成２６年度　第３回　印西市社会教育委員会議　資料
　
　　平成２６年度　第３回　印西市社会教育委員会議の会議録は、事実と相違

　　ないので、当会は、これを承認する。

　　　平成２７年　３月２４日

　　　　　　　　　　　　　印　西　市　社　会　教　育　委　員　会　議

　　　　　　　　　　　　　署名委員　　　　佐　藤　　三　郎
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